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a) Yield of photodeselenation 
b) Overall yield of couplingｭ
~ photodeselenation 
c) Overall yield of couplingｭ
photodesulfurization 









生かして，図 2 Iζ示す 2 架橋および、 4
架橋ジフエノキノノファンや従来法で
は得られなかった積層型ピリジノメタ


















P (NMe2) 3 存在下に光照射することによりシクロファンを高収率で合成しうることを見出した。こ
の方法は従来の一般法である熱分解脱スノレホンとか光脱硫黄反応に較べて 反応条件が温和，生成物
の分離精製の容易さ，高収率などの諸点から 現時点で最も秀れた (2.2 )シクロファンの合成法である。
谷君は乙の新合成法が種々の芳香環系，多種の架橋系等広範囲に適用しうる一般法として十分価値のあ
る合成法である乙とを示した。さらにこの方法の適用で合成したピフェニル系の電荷移動型シクロファン
および 3， 4 層のピリジノメタシクロファンの積層構造と電荷移動などの π 電子系渡環相互作用の相関性
について極めて興味ある研究成果を明らかにした。
このように谷君の研究は， (2.2) シクロファンの合成法として適用範囲も広く，操作，収率などの点、
で現在で最も優れた方法を開発したもので シクロファン化学の発展に寄与すると乙ろ少なからぬものが
あり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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